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インターンシップ実習所見インターンシップ実習所見インターンシップ実習所見インターンシップ実習所見票票票票    

実 習 生 氏 名              （学生番号         ） 

実 習 先   

実習指導者 職 氏 名 
 
                                             印   

1. 実習状況 実習日数 出席 欠席 遅刻 早退 
 日     日      理由 日     理由 回     理由    回         

２．自由所見欄 （実習生のマナーや態度、その他実習生に対して良かった点や改善点などについて、 自由にお書きください。）          
 

３．実習生との意見交換のためご記入ください（該当項目に〇印をつけて下さい。） （所見の判断が難しい場合、記載しなくても結構です） No. 分 類 能 力 要 素 到 達 度 充分に達成 普通 不充分 １ 前に踏み出す力前に踏み出す力前に踏み出す力前に踏み出す力    （アクション）（アクション）（アクション）（アクション）    実社会の仕事において、答えは一つに決まっておらず、試行錯誤しながら、失敗を恐れず、自ら、一歩前に踏み出す行動が求められる。失敗しても、他者と協力しながら、粘り強く取り組むことが求められる。 主体性主体性主体性主体性    働きかけ力働きかけ力働きかけ力働きかけ力    実行力実行力実行力実行力      
２ 考え抜く力考え抜く力考え抜く力考え抜く力            （シンキング）（シンキング）（シンキング）（シンキング）    物事を改善していくためには、常に問題意識を持ち課題を発見することが求められる。その上で、その課題を解決するための方法やプロセスについて十分に納得いくまで考え抜くことが必要である。 課題発見力課題発見力課題発見力課題発見力    計画力計画力計画力計画力    創造力創造力創造力創造力      
３ チームで働く力チームで働く力チームで働く力チームで働く力    （チームワーク）（チームワーク）（チームワーク）（チームワーク）    職場や地域社会等では、仕事の専門化や細分化が進展しており、個人として、また組織としての付加価値を創り出すためには、多様な人との協働が求められる。自分の意見を的確に伝え、意見や立場の異なるメンバーも尊重した上で、目標に向けともに協力することが必要である。 

発信力発信力発信力発信力    傾聴力傾聴力傾聴力傾聴力    柔軟性柔軟性柔軟性柔軟性    情況把握力情況把握力情況把握力情況把握力    規律性規律性規律性規律性    ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 
     

 


